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色彩教育の基本的考察＊
西　　村 登喜男
は　じ　め　に
　物質文明のいちじるしい高度成長にともな
い，われわれの生活周辺は衣食住のすべての面
に多様性を加え，かってないゆたかなくらしを
現出している。そこには無数の色彩があふれる
ばかりの様相を呈して，正に色彩の洪水であ
る。今日ほどカラフルな時代はかってなかった
であろうし，将来ますますその多様さを拡大す
ることであろう。
　色彩については古くから多くの色彩科学者に
より，物理的に心理的に，更には生理的，化学
的に究明され立証されて，人間生活とのかかわ
り合いが解明されている。
　色彩はわれわれの生活のすみずみにまで入り
込んで，たえず干渉をつづけているのである。
　われわれはよりゆたかで快適な生活のために
色彩の秩序づけが必要である。
　美術教育においてミ色彩ミは，その表現のた
めに形態とともに主役的両輪の役割を果し，最
も相関的な表現手段となる。
　生活の中にゆたかな色彩感覚を洗練するため
に，美術教育を通して色彩の観察と，明確な表
現能力を発達させる訓練が必要なのである。
1　生活と色彩
　近年デザインが生活のあらゆる面に浸透し，
より美的で機能的な生活を営むために，大きな
役割を果していることは誰しも認めるところで
あろう。
　デザインは造形的には形態と色彩の配置配合
の構成操作により，調和の美を追求しながら，
整然とした秩序づけを計画するのである。そし
て形態とともに，色彩はその機能性や合理性が
目的用途に適合するための重要な一面を櫓って
いるのである。
　衣・食・住をはじめ，われわれの生活周辺
は，自然をも含め，広義の生活環境には無数の
色彩が溢れるばかりの様相を呈している。カラ
フルな今日は正に色彩の時代といっても過言で
はなかろう。
　われわれは日常生活の場で，色を身に着け，
色を食し，色の中に暮しているが，特に意識し
て色を見るようなことは比較的すくない。しか
し，生活に必要な何かを求めようとするとき，
殊に衣服や装身具，家庭用品，更には住居の新
築や改装……などに直面するとき，その選択や
決定にたいしては，用に対する機能性や合理性
…… とともに，形態や色彩の美度が主要な条件
となる。すなわち美を求める心が強く作用する
のである。特に色彩は，環境に対する調和も必
要であり，自己の好みや色彩に対する感覚が，
選択の決定的な要素として大きく作用するので
ある。
　「色で買う」「色で食べる」「色で着る」な
どとはよく耳にする言葉であるが，同質同形の
物質などは特に色で買うことをしばしば経験す
る。
　「形（柄）はたいしたことはないが色が好ま
しいから……」とか，「形（柄）は美しいが色
がどうも……」と敬遠することもしばしばあ
る。
　このように色彩はつねに商品購買の動機とも
なり，それを左右する働きをもつのである。つ
まり色彩はつねにわれわれの心理や感情にたい
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して大きな働きかけをするのである。
　われわれの視覚は，形態よりもむしろ色彩に
たいして，心理的に強く鋭敏にはたらくのであ
る。
　生活周辺の色彩は，意識するとしないとにか
かわりなく，常にわれわれの視覚を通して心理
的に作用しているのである。
　また居住性，安全性，能率性などが要求され
る建築空間の色彩調節では，色の性質や感情の
心理的作用を基盤として，配色が計画される。
　われわれは，より快適で合理的な生活を営む
ために，色の性質や感情などの作用を知ること
が必要である。そして色彩は常にその作用を知
る人にも無関心な人にも同じようにはたらくの
である。
　快適な生活は，その空間の中に快適な色の秩
序をもつことである。適材適所の秩序づけと同
じように，色彩もまた適所に秩序づけられてこ
そ，暮しの中に美しくゆたかな調和が得られる
のである。
　色彩感覚は，たんに専門の職能人である画家
やデザイナーだけではなく，すべての人に必要
であり，色彩の作用を知り関心をもつことが，
今日の生活感情をゆたかにうるおいあるものに
しているのである。
　このような観点から，美術教育を通して，個
々人の色彩感覚を訓練し，しだいに洗練されな
がら扱いかたにも慣れ，美しい調和の体験を指
導しなくてはならない。
2　色彩の観察と識別
　われわれが視覚を通して識別できる色の数は
数百万色といわれるくらい無数にちかい。自然
界や生活周辺に目を注ぎ，意識して色を観察す
るとき，色あいのちがいや，明るさ（光のつよ
さ）のちがいや，鮮かさ（色の強さ）のちがう
さまざまな色が存在することを発見するであろ
うし，そこには微妙な差異のあることに気づく
であろう。すなわち，われわれの周辺，特に自
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然界には一々数えきれない千差万別，無数の色
が存在し，実に複雑でしかも素晴しい色調をも
っていることに気付くのである。
　今，かりに庭の一隅に目を向けたとしよう。
それはちようど緑滴るシーズンである。そこに
は種々の草花や樹木が繁茂し，やわらかいビロ
ー ドのような苔が一・面に庭土を覆い，一見した
ところ庭は緑一色の観を呈している。
　しかし，もう少し注意深く，心して草木の個
々について，それぞれの緑の色あいを比較しな
がら，つぶさに観察してみよう。苔の色，つつ
じ，玉すだれ，桔梗，百合，バラ，弓薬，羊
歯，紅葉，榊，桜，梅，八ツ手……など，各葉
各色，一見同じに見える緑系の葉の色に，こん
なにちがいがあるのかと，その微妙な差異を発
見し驚嘆するのである。正に千差万別の緑の祭
典である。そこには，緑色を基調に，黄味緑，
赤味緑，青味緑，……更にそれらには，明るい
もの，暗いもの，澄んだもの（鮮明）にぶいも
の（濁った）など，無数の緑色空間を形成して
いることに気付くのである。それはいちいち数
えきれるものではなく，無数というにひとしい
。このことは，一枚の葉の表裏についても言え
ることで，詳細に観察すれば，光の状態によっ
て，一葉々々にも微妙な色のちがいのあること
に気付くのである。
　視覚を通して見る色の世界，その色域の広い
ことは，この狭い庭の一隅にさえ，つぶさに観
察すれば，緑色系の無数の領域（色のちがい）
を発見するのである。
　自然然界における色彩こそ，常に創作の源泉
であり，教師なのでもある。
3　色の三属性
　この微妙な色彩の差異は何によって知覚され
るのか。
　光のないところに色は存在しない。色は光の
反射による刺戟によって，視覚を通して知覚す
るのであるが，この微妙な差異は色の特性であ
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る三属性によるのである。
　白，黒，灰色の無彩色は，明るさの尺度段階
としての明度のみをもつが，その他の色あい
（有彩色）はすべて色相（色あい，色味），明
度（明るさの度合），彩度（鮮かさの度合）の
三属性を合わせもち，これらの微妙な差異によ
って，さまざまな色のちがいが識別できるので
ある。
　色彩そのものは無形であるが，すべての有彩
色には三属性がある。またすべての形ある物質
には色彩がある。色彩のない形は存在しない。
色彩は形にたいして常に付帯し，生活環境にお
いては特に美度に強く作用する。すなわち色彩
は常に形をより美しく引き立てようとする大き
な役割をもつのである。古来から衣装の選択は
着る人自身のあらわれで，よくその人柄までう
かがえるといわれている。色彩は単に外面にと
どまらず時には人間の内面にまで深く立ち入っ
たはたらきをもするのである。
　色彩感覚を訓練するには，先ず色の三属性を
具体的に把握理解することである。このために
は，一般的な訓練として，色の観察と明確な表
現能力を発達させることである。
　色彩はニユートン以来今日まで，多くの科学
者達により理論的に究明されてきた。
　物理学者は光と色の関係を科学的に解明，立
証し，色彩理論をもたらしている。化学者は合
成化学の現代を築き，染料，顔料，塗料など，
堅牢で鮮明な多くの発色材を開発し，色料の領
域を拡大した。また，色彩学者により色彩体系
が確立され，色彩の心理的，生理的両面から感
覚と知覚について探究し，目と心の性質が究明
された。
　われわれの生活の中では，常に色彩の心理的
影響が大きく作用している。そして色彩のもつ
性質や感情も，つまるところ，それぞれの三属
性によって視覚的に知覚されるのである。
　色彩感覚の訓練は，造形上の実験の積み重ね
により，むしろ理論に先行して視覚（観察）指
導がなされ，色彩にたいする感覚的な基盤をつ
くることが大切である。
4　色彩学習の具体的方法
　普通教育において美術を通して行う色彩学習
については，指導要領にそれぞれの発達段階に
応じた内容の取扱いが明確に示されており，特
に色彩の指導は知識として与えるのではなく，
図画工作科（美術科）のあらゆる表現活動を通
して，具体的に感覚に訴える学習を進めるよう
指導することが強調されている。すなわち，理
論的な知的理解に終らせぬよう，感情や感覚を
通して，具体的に把握させることに指導の重点
が置かれている。
　（1）色を見る目　　　　、
　色のない物質は存在しない。いわば，われわ
れは色彩にとりまかれ，色彩の中にくらしてい
るわけで，光のある限り，色彩は常に視覚の中
に入り込んでくるのである。そしてそれらは，
いちいち数えることのできない無数の色彩であ
って，それらは同一平面上か，あるいはへだた
りをもつ空間の上で，互に隣接し，つねにさま
ざまな色彩の相互作用がはたらいているのであ
る。
　具体的，感覚的に色彩を把握するためには，
この色彩のさまざまな相互作用（対比現象）を
認識することである。それには先ず，入念に観
察する経験の積重ねからはじめねばならない。
そしてミ色を見る目ミとミ見るカミを発達させ
ることにある。
　色はただ1色で存在することはない。常に隣
接して相互に作用しあい，さまざまな対比現象
が生じているのである。すなわち，色相や明度
や彩度の微妙な差異が隣接する色彩間に相互に
作用しあっていることを認識することが，ミ色
を見る目ミとべ見るカミを発達させることにな
るのである。
　ミ色は魔術師であるミともいわれるくらいそ
の表情が変る。同一の色でも，隣接する色相
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や，面積（形）の大小で別人のように見えるの
である。また光の強弱や，色光のちがいによっ
ても，その異様な変化に驚くことすらある。視
覚的には色彩は，そのままの色（物理上の状
態）としては，なかなか見られないものであ
る。色彩を効果的に用いるには，色彩が絶えず
錯角を与えることを認識しなければならない。
　（2｝色集め（色紙の蒐集）
　美術科における色彩学習は，色材（顔料な
ど）を分析したり，物理的な性質を解明したり
することではなく，色彩そのものの性質や，色
彩間に起こるさまざまな相互作用を認識するこ
とである。その最初のステップとして，色紙の
蒐集からはじめるのである。　（市販の袋入セッ
トのものもあるが，紙質の粗悪なものは重ねる
と下の色が透写して，重ねた部分が混色したよ
うに見えるものがあり，また色数が限定され広
範な色集めにはならない。）
　色彩学習に際して，色紙が色材（絵具類）よ
りもよいという利点をあげると，
・色紙はすぐに使える色面をもっている。
・混色の必要がなく，時間の節約になる。
・広範囲に蒐集ができ，色数も無数に近く集め
　ることができるo
・ 費用がかからない。
・同じ色をくりかえし用いられる。
・ 実験，実習には道具がいらない。　（接着材と
　カッターがあればよい。）
・ 色調の多い色紙を並べて，色の選択が自由で
　あり，類似や対比する色の比較が容易であ
　る。
　などの利点が考えられる。
　色紙の蒐集については，特に大きな色面を要
しないから，包装紙，チラシ，パッケージなど
をはじめ，雑誌の切抜，さし絵，壁紙，カタロ
グなどの印刷された色面を切抜けば，無数の色
彩を蒐集することができ，容易に入手すること
ができる。大きさや形なども一定の必要もな
く，日常生活の周辺からたやすく求められるの
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である。
　このようにして集めた色紙は努力次第で，数
百色，数千色，あるいはそれ以上の蒐集も可能
であろう。それくらいに色を集めてみると，一
見同じように見える色でも，それを併置してみ
ると微妙な差のあることを発見するであろう
し，色の豊富さに驚嘆するにちがいない。
　こうして蒐集した色紙は，ただ雑然と集積し
たままでは，いろいろの実験に際し不便である
から，分類整理することが必要である。それに
は，先ず有彩色と無彩色に大別し，更に色相，
明度，彩度などにより分類保管すれば，使用に
際しては至極便利である。
　簡単な色名をおぼえたり，色相，明度，彩度
などの対比や，色の性質や感情，明視，視覚上
の混色……など，色彩のさまざまな相互作用を
色紙を対比させながら，幅広く学習をすすめる
ことができるo
　更に自ら努力して色を集める作業を通して，
色を見つめる機会も多く，色の微妙な差異にも
自ら気付き，その複雑多様さを発見すると共
に，蒐集にたいする興味やよろこびも湧くこと
であろう。色彩を観察する第一歩は，ここから
はじめねばならない。すなわち視覚を通して，
感覚的，具体的に色彩を把握するためには先ず
ミ色集めミからはじめることである。
　（3）三属性の分析と把握
　a　色相一色あいのちがい
　前述の2項「色彩の観察と識別」の中で，自
然界には数えきれない無数の色彩があふれ，緑
色系だけについても多種多様の色あいのちがい
が発見されることや，またあらゆる人工の物質
にも無数の色彩のあることについて述べた。
「色集め」で蒐集した印刷された色紙にも多種
多様の色あいのちがうものがあることは，蒐集
することによって，はじめて経験する発見であ
ろう。普通は白い一枚の紙でも，数種のものを
つぶさに比較観察すると，灰色味のものや，茶
色がかったもの，更には青味を帯びたものな
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ど，それぞれに微妙なちがいのあることに気づ
くのである。赤，澄，黄，緑，青，紫などの標
準6色のように，色相差の大きな色の見分けは
容易であるが，同系色のデリケートな色のちが
いを見分けることは，つぶさに観察しないこと
には仲々容易ではない。色彩学習は，このよう
なデリケートな色のちがいを見分ける目を訓練
し，色彩を感覚的に感じとるための識別能力を
高めることも重要なねらいである。
　蒐集した色紙は，同系色で一見同じように見
える色も多いだろうし，それを並べながら比較
観察し，デリケートなミ色あいのちがいミを見
分ける練習には好適な材料である。色彩学習は
ただ単に色を眺めるのではなく，色を見つめる
心が伴わなくてはならない。　ミ色あいのちが
いミには，ミ色の明るさミやミ色のあざやか
さミなども同時にかかわりあい，作用している
ことも知らねばならない。つまりこの微妙な色
のちがいはすべて三属性（色相，明度，彩度）
の連関によるのであり，その要因を視覚分析で
きる目を養うことは，色料を扱う表現に際して
も大きな力となるのである。
　b　明度一明るさのちがい
　併置（隣接）する色が相互にはっきり確認で
きる度合いは，べ色あいのちがいミつまり色相
差の大きさにもよるが，べ明るさのちがいミす
なわち明度差の大きさがもっとも強く作用す
る。高明度と低明度の組合わせは，その差が大
きい程，確認度（視認度）が高くなり，明快さ
が増大する。ミ色あいのちがいミのばあいで
も，同系色のデリケートな識別には，ミ明るさ
のちがいミつやり明度差の大小が大きくはたら
くのである。反対に明るさのよく似た色の識別
にはミ色あいのちがいこつまり色相差が大きな
かかわりをもつのである。
　白，黒，灰色などの無彩色は明るさのみをも
ち，有彩色の明るさ測定の尺度となる。無彩色
の明るさの測定は容易であるが，よく似た明る
さの有彩色相互の測定は，何れが明るいか暗い
かの見分けは，なかなか困難である。2色を併
置して比較観察しても容易に測定できないばあ
いがある。
　このことについて，ジヨセブ・アルバース
は，残像効果を利用して次のように述べてい
るo
　「2枚の色紙を図のように重ね合わせてみ
る。上になった色紙の重なった角（B）を飽きるぐ
らい凝視し，つぎにこの上の紙を急にとり去
る。こうして（C）の部分が（A）の部分より明るく見
えたら，上の色紙の方が暗いのであり，その逆
も正である。そののち，色紙の順序を逆にし
て，くり返し実験する。2回反対に重ねて比べ
ると，そのうちのどちらかが正しい関係をよく
示す。」
A B 一
　このような比較をしない通常の結果は，60％
ぐらいの誤認があるといっている。これを見て
も，多数の人が色相間の明るさの高低（光の強
弱）を判断できないことがわかる。
　灰色段階の色紙は，雑誌の白黒写真の中か
ら，できるだけ多くの階調のものを切抜き，グ
ラデーションの状態に並べ（貼りつけ），両極
の白色と黒色にたいして，灰色による明度段階
を作製すれば，黒から白（白から黒）へ向って
灰色の美しい階調ができ，明度測定の尺度がで
きる。明るさの異る灰色の色紙が多いほど，グ
ラデーションの移行にムラがなく，微妙な明る
さのちがいの段階が得られる。このばあい，グ
ラデーションにムラを作らないこと，全体がや
わらかに見えること，貼りつけのときすき間が
生じ区切をつけぬこと，などに注意しなければ
ならない。この練習は，白と黒の中間の灰色段
階，つまり明るさの微妙なちがいに気付き，有
彩色をも含めて色の明るさに対する感度を高め
ることである。
　c　彩度（色味の強度）一鮮かさのちがい
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　前述したように，すべての有彩色はそれぞれ
固有の色あい・明るさ・鮮かさ（三属性）をも
っているので，その表情のちがいを識別するこ
とができるのである。すなわちこの三属性の差
異によってわれわれは無数といわれるくらいの
多くの色彩を見分けることができるのである。
どの色にも（無彩色は別として）この3っの特
性が同時にはたらいているのであるが，その識
別にたいして，最も一般的な表現としてはミ色
あいのちがいミをあらわす色名（赤，黄，青…
…など），つまり色相名で呼んでいる。しかし
単に赤といっても，白っぽい赤や，黒っぽい
赤，鮮かな赤や，濁った赤など……明度や彩度
の微妙な差異による無数の赤があるわけで，そ
れぞれに，色名が付されている。すなわちミ色
あいのちがいミが色の識別や呼称の主役であ
り，明度や彩度は色相に付帯して，その表情を
いろいろに変貌する脇役ともいえよう。　ミ明る
さのちがいミ　（明度）は色の識別にたいして，
強く作用し視覚確認は容易である。しかし彩度
は，明度や色相にくらべその度合いを見分ける
ことははるかに困難である。特にただ一色につ
いての濁りの度合はなかなかつかみにくい。そ
れは濁り自体が視覚刺戟が弱いため，その高低
の度合いの見分けが困難になるのである。
　赤，燈，黄，緑，青，紫などの，同一色系の
中で最も鮮かな色をその色系の純色とよんでい
る。各色系の純色は一応それぞれの色系の中で
最も彩度が高いので，同一色系の中で，他の色
の彩度を測定する尺度の基準にもなる。たとえ
ば，赤の純色に赤系の他の色を併置すれば，そ
こに鮮かさの差異がみとめられる。
　有彩色では赤の純色が最も彩度が高く，日本
色研の色彩体系では，各純色の彩度の高低を次
の数値で表示している。
　赤（10，橿（7），黄燈（6｝，黄（6），黄緑（5），緑（6），
青緑（6），緑青（7），青（6），青紫（6），紫（6），赤紫
（7），これによると，最も彩度の高い赤が10であ
り，数値が小さくなるに従い彩度の低下を示し
ているo
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　彩度が高い程視覚刺戟が強いわけで，すべて
の色彩の中で純色の赤は最も色味の強度が高い
ことになる。暗い背景に置かれた黄の純色は，
明度差が大きいため極めて明快で目につきやす
く，一見強く感じるが，これは彩度によるので
はなく，あくまでも明度差によるのである。ち
なみに黄の純色を赤の純色に併置してみれば，
その強度（彩度）の差異がはっきりと確認でき
るのである。
　色彩は灰色味が加わると彩度が低下し，その
量が増すにしたがって増々鮮かさ（色味の強
度）が減じ，濁りが増大し弱くなる。
　色味の強さの実験は，同一色相の中から，す
べての清濁をより分け，最も強い色あい（最も
赤い赤や，青の中の青など）をとり出して，適
当なグループに並べることである。
　前述したように，色が濁るということは，灰
色が加わることで，黒が加わることは色の明る
さが減じ（明度の低下），暗さが増すことであ
る。黒の分量が増加するに従い，益々暗さが増
大し，色味も減少するが，色自体は濁りを増す
のではなく，黒に近づくのである。このことは
彩度と明度の関連で，よく混同しやすいことで
ある。色が濁ることと，暗くなることとは，は
っきり区別して理解しなくてはならない。
　多くの色紙の中から，清濁を選別する練習を
通して，彩度にたいするミ見る目と見るカミを
高めなくてはならない。
　以上は色彩学習の基本として，先ず色紙を集
蒐し，色彩にたいする関心を高め，　ミ色を見る
目ミと　べ見るカミをつけることからはじめ，
ミ色のちがいミが三属性の色相・明度・彩度な
どの微妙な差異によることを把握理解し，それ
を見抜く力をつけることに重点を指向して推論
した。このことは色彩を感覚的に把握するする
ためには，理論ではなく実践であることから，
視覚を通しての方法として，先ずミ色集めミか
ら始め，色彩の世界への導入をはかったのであ
る。
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　ミ色集めミには印刷物がもっとも普遍的で入
手は容易であるが，布吊の端切れなどの蒐集も
できるし，秋の紅葉した樹々の葉などもミ色集
めミの豪華な対象になるであろう。
　色彩にたいする基本的なミ見る目と見るカミ
が，以上の学習により一応具備した段階で，色
彩体系（色立体）に接すれば，三属性の相関に
よって組織された状態が容易に理解されるので
ある。
　色彩学習は理論に終始するのではなく，感覚
的に把握することであり，それには観察と表現
の実践が先行しなければならない。
　（4｝混色一実験と確認
　色彩を観察することにより，色の性質や感
情，その相互作用などを把握理解するのである
が，更にそれらを裏付ける実験として，色料
（絵具）を用いた表現学習により，より具体的
に理解度を深め，確実に把握することができ，
色彩にたいする感覚が一層高まるのである。
　特に色彩の表情がさまざまに変る要因である
三属性の理解については，混色実験によりその
把握を確実にし，更にはべ色を見る目ミとミ見
るカミの裏付けとなるのである。
　a色相（Hue）について
　色料の三原色，赤・黄・青は他のどの色を混
色しても得られない色であり，これに白と黒が
あれば，これらを適宜に混色することにより，
殆んど無数の色あいを得ることができる。色集
めでは多くの色紙を蒐集して，それぞれ色あい
の異なる豊富な色を観察したが，ここでは混色
操作によって，いろいろな色あいを必要に応じ
て自由に作れる能力や，混色によって色の表情
が微妙に変化することなどを理解し，色彩構成
の創造表現の基盤を培わねばならない。
　日本色研の12色相色環（補色色環）に表示さ
れている12の色相は，隣接する2色相互の混色
により，中間に更に12色増の24色の色環とな
る。これを更に隣接する2色の中間色を作れば
48色の色環に拡大する。このように隣接する2
色の混色が増加するにしたがい，その境界は近
似度（相似性）が加わり，各色の境界がやわら
ぎ，ぼかしの状態となり，太陽光のプリズムに
よる分解色帯のような色環となる。このこと
は，2色混色，例えば赤と黄の混色について，
赤に少量の黄を徐々に混じてゆくと，赤の表情
はしだいに黄味を帯び，赤橿から椎に，更に黄
榿へと色あいが移行し遂には黄に到達する。混
色する黄の分量の多少により移行道程の長短は
あるが，単に2色の混色によっても多くの異な
る表情の色相が得られることが理解できるので
ある。
　同系色や類似色相互の混色は極端にその表情
は変らない。
　12色相色環は補色色環ともいわれ，対向の位
置にある2色はそれぞれ相互に補色である。
　赤に対して青緑，黄と青紫，青と黄燈，橿と
緑青，緑と赤紫，紫と黄緑などで，補色は色環
では対向する最も遠い位置にあり，混色する
と，それぞれ明るさの異なる灰色味を帯びた色
彩になる。鮮かな色彩のトーンを下げるために
は，補色の関係にある色を混色すれば容易に得
られる。色環の上で等距離ににある3色を混色
すると，それぞれ補色の混色に似た暗い灰色系
　　　　　　　　　　■
12色相色環（補色色環）
●
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の色になるo例えば，赤一黄緑一青，緑一燈一
青紫，緑青一赤紫一黄，紫一青緑一黄橿などで
ある。
　原色や間色などの純色以外の中間色（数色の
混色による色）は，単色としても活用するが，
特に多色配色の色面構成において調和を求める
ために活用することが多い。美しいデリケート
な中間色は，色相や明度や彩度が微妙に作用し
合い，数種の色あいの混色によらねばならな
い。このような単色や2色混合では求められな
い多様さをもつ中間色の混色は，先ずその色の
三属性の視覚分析が必要となる。すなわち色相
は？　明度は？　彩度は？　そしてそれらの相
関は？……このように混色に先立ち，求める色
の三属性の読み（分析判断）が必要である。こ
の視覚分析が適確であれば求める色相は容易に
得られるのである。不十分な視覚分析は，混色
に手間どり，不適な色を加えすぎて必要以上の
量となり，時間の無駄と絵具の不経済を伴うこ
とをしばしば経験することであろう。
　混色練習では，先ず色相を見抜き，明度と彩
度の関連の度合を読みとる力を反復訓練しなけ
ればならない。このために蒐集した色紙の中か
ら，対象になる中間色を抽出し，速かに無駄の
ない混色操作の能力を高める訓練が必要であ
る。
　b　明度（Balue）について
　日本色研の明度表示の数値によれば，最も暗
い黒を10とし，最も明るい白を20として中間の
灰色段階を9分割し，それぞれ11，12，13……
19までの明度番号を付している。数値が大きい
程明度が高く（明るく），少さい程低く　（暗
く）なくことを示している。白，黒，灰色は無
彩色であり，明度のみの属性をもち，有彩色の
明度測定の尺度の基準として設定され，色立体
の明度段階の中心軸である。12色相色環に表示
されている各色の明度は，この明度段階による
測定では次のようになる。
赤（R）一一14，燈（0）－17，黄燈（YO）
－18，黄（Y）19，黄緑（YG）－18，緑
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（G）－16，青緑（BG）－15，緑青（G
B）－14，青（B）－14，青紫（BP）
－12，紫（P）－12，赤紫（RP）－13，
　上記によると，黄色が最も明るく，白⑳の次
に位置し，12色相中，最も明るい色である。す
なわち灰色の19番と等明度ということとであ
る。しかし，この黒⑩一白②0の明度段階は，
すべての有彩色の明度が示されているのではな
く，一応，白から黒に至る明度を9段階の灰色
で12色相の明度を表示しているのである。した
がって，この明度段階のそれぞれ中間の明度を
もつ有彩色も無数にあるわけである。たとえ
ど，純色の黄㈹と白②0の明度の段階において，
明度段階表
?
20
???
???
低
??
灰白色
淡灰
灰
灰
灰
暗灰
暗　灰
黒　灰
灰　黒
19
18
17
16
15
14
13
12
11
Y
YO．YG
0
G
BG
R．GB．B
RP
BP．P
黒 10
黄に少量宛白を混色していくと，しだいに白さ
（明るさ）を増し，白に到達する。これは混色
操作によって，11段階の中間には，更に微妙な
明度差の段階のあることを理解するのである。
　明度については，既に灰色の色紙を蒐集し
て，黒から白へ移行する長い道程のグラデーシ
ョンを経験したのであるが，ここでは絵具を用
いて混色し，色面を構成すると，更にその微妙
な明度の差異を確認することができる。
　具体的な実験の方法として
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・画用紙（白）を一辺3㎝くらいの正方形にカ
ットし，50枚（或はそれ以上）くらい作製す
る。そして先ず一枚目に黒を塗り，次に微量の
白を混色し2枚目に塗り，更に白を混色して3
枚目に，同様に白を徐々に混色しながら4枚
目，5枚目……へと塗り上げていく。カードは
順次暗い灰色から次第に明るい灰色に移行して
いくが，白に到達するには，相当数が必要であ
ろう。塗り終ったら，黒から順次明るい方向へ
併置して，移行の流れにムラのない（極端な段
階差のない）スムーズな灰色のグラデーション
を作製する。配置の段階がスムーズであると，
黒から白へ（白から黒へ）の美しい階調の流れ
が生じ，少し離して見ると段階差が消え美しい
ボカシ状の流れが感じられる。（混色に際して
は，白の分量が多すぎてステップの差異が目立
ち，少数のカードで終ったり，ステップのムラ
が生じないよう注意することが必要である。）
　以上の混色操作から，11の明度段階表の中間
には更に多くの明度差があること，つまり，灰
色（白＋黒）についても，混色によって微妙な
差異の多数の灰色のあることが理解されるので
ある。
・有彩色の明度について一かりに赤をとりあ
げる。前回と同様に先ず3㎝のカードを用意す
る。純色の赤⑭に微量の白を混色し，1枚目の
カードに塗り，更に白を混色して，2枚目，同
様に3枚目，4枚目……と塗り上げていくと，
赤は次第に白さを増し，ピンク系となり遂には
白に到達する。黒についても同様の混色操作を
進めると，赤は次第に黒味を帯び，暗くなり，
エビ茶系に移行し遂には黒に達する。
　赤は明度14で，段階表の中間よりも低い（暗
い）位置にあるから，白⑳の距離は遠く，黒（10
へは近いわけである。したがって，白へのカー
ドの枚数は，黒よりも多くを必要とする。
　カードの配列によって美しい赤のグラデーシ
ョンの色帯が得られる。
　無彩色の灰色と異なり，赤は白や黒が混色さ
れ，その分量が増加するにしたがって，表情
黒 ←●●●●■●●●●
?
●●●●■●●●●→
?
10 ←黒　14　白→ 20
（明度や色相）が変化する。白が加わるとピン
ク系に移行し，赤自体の強さは弱まり，赤系で
はあるが純色の赤ではなくなる。また黒が加わ
ると，次第に暗く，えび茶系に移行し，純色の
赤の強さは減じ，純赤の性質を失う。これは有
彩色であるから，無彩色の白や黒が混色される
と，青や黄などの他の色系に変移することはな
いが，色相には微妙に作用し影響を与えるので
ある。
　以上は赤の明度について述べたのであるが，
同様に，他の有彩色についても同じことがいえ
るわけである。
　明度の高い色（黄，黄燈，黄緑）などは，白
への到達は近いが，黒への道程は遠く，反対に
低明度の色（青紫，紫）などは，黒へは近く白
へは遠いことになる。
　このような実験から，いろいろな有彩色が，
どの程度のミ明るさミであり，ミ暗さミである
かを，その都度明度段階の尺度に頼ることな
く，感覚的に，凡その程度に視覚測定ができる
ようになれば，明度にたいする感覚の高まりが
得られたのである。
　こうして色のべ明るさミや〉暗さミにたいし
てミ見抜くカミが鋭敏になり，表現に際して
は，視覚分析や混色が容易になり，色感もゆた
かに拡大されていくのである。
　c　彩度（Chroma）にっいて
　日本色研の彩度については次表に示されてい
る。最も高い彩度を10，最も低い彩度を1とし
て数値で表示されている。この表によると，赤
の純色（明度14）は10で最も高く，黄緑の純色
（明度18）は5で純色（12色相）中最も低いこ
とを示している。この表は，12色相について
は，各色の明度と彩度の相関が一覧表であるた
め，相互の関連を知るのに便利である。
　この表により，赤の純色（明度14）が彩度10
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色の　標準の彩度
＼色相
　＼
明度＼
19
18
17
16
15
14
13
12
11
R
4
6
7
8
9
・10
8
6
4
0
4
5
・7
6
6
5
5
4
3
YO
4
・ 6
5
4
4
3
3
2
2
Y
・6
5
5
4
4
3
3
2
1
YG
4
・5
4
4
4
3
3
2
2
G
4
5
6
・6
6
5
4
3
2
BG
4
5
6
6
・6
6
5
4
3
GB
4
5
6
6
7
・ 7
6
5
4
B
3
4
5
6
6
・6
6
5
4
BP
2
3
4
4
5
5
5
・6
5
P
3
4
4
5
5
5
5
・ 6
4
RP
4
5
6
6
7
7
・7
6
4
（・印は各色相の純色を示す）
であり，有彩色中最も彩度が高く色味の強いこ
とが理解される。反対に明度11の黄は彩度は最
低の1で，最も色味の弱いことを示している。
黄の純色は明度が高く明快で，一般的には目に
つきやすいが，色味の強度についてはそれ程高
くはないのである。各色相については，その純
色が最も彩度が高く，明度が高まり或は低くな
るにしたがって，次第に彩度が低下するのであ
る○
　有彩色について，その色相や明度の視覚分析
は容易であるが，彩度の高低を見抜くことは比
較的困難である。前述したように，純色に白や
黒が加わると，明度の高低が生じ，彩度もその
高低にしたがって弱まるのであるが，色そのも
のに濁りを生ずるわけではない。しかし純色に
灰色を加えると濁りを生じ，色味の弱まりが容
易に確認できるのである。つまり灰色を混色す
ると急速に彩度が低下する。白や黒は濁りをも
たないので，混色によって生ずる彩度の低下
は，灰色混色に比しはるか．に弱いのである。彩
度の高い強烈な色のトーンを落すためには灰色
（高明度，中明度，低明度など必要に応じた明
るさの灰色）を混色するか，または，補色（反
対色）混色しても容易に得られる。
　色彩に灰色が加わると，その分量の増加にし
たがって次第に弱まり，色相も次第にうすれて
急速に彩度が低下し灰色に到達する。このこと
の実験は，たとえば純色の赤に少量つつの灰色
（白＋黒）を順次混色していくと，色相も徐々
に変化しながら，次第に弱まり灰色に傾いてい
く。　（具体的な方法は前項の明度参照）
　その他の色相についても同じである。
　パステル調のソフトな中間色は，高明度の灰
色を混色すれば容易に求めることができる。わ
れわれの生活周辺（住空間）は，特殊なばあい
を除きソフトで落着きのあるパステル調の色彩
が基調となり調節されている。
　彩度の高い色を併置すると，相互に強調しあ
西村3色彩教育の基本的考察 191
い，境界付近にハレーションが生じ不快な色調
になることがある。このようなとき，2色の中
間に灰色（明度を考慮して）の分離線を導入す
ると，ハレーションを和らげ調和の効果を高め
ることができる。また，あらかじめ2色のいず
れか一方に灰色を加え彩度を低くすることも考
えられる。このことは明度の関連も大きく，何
れか一方の色に白又は黒を混色し，明るさや暗
さの差異をもたせることでも容易に和らげるこ
とができる。
　色彩調和の諸原則論も，三属性を真に理解し
把握した上で，色の性質や，色彩の相互作用の
関係を知り，はじめて広範に活用することがで
きるのである。
　環境をとりまく無数の色彩，生活と色彩の
かかわりは，ますます多様性を加えながら密接
の度を深め，よりゆたかで快適な生活のため
に，色彩に対する関心を高め，感覚を練磨する
には，美術教育を通して先ず色をミ見る目ミと
ミ見るカミを養わねばならないのである。
お　わ　り　に
　以上は色彩学習の基本として，色彩のもつ特
性，すなわち三属性を主体に，言葉として理解
するのではなく，観察や表現を通して把握する
ことこそ，真に色彩を理解することであり，色
彩の世界へ導入する第一歩として，ミ色集めミ
による観察から，混色表現の実験と確認まで，
色彩学習の基本の一端にふれてみた。
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Fundamental　Considerations　of　Colour　E　ducation
Tokio　NISHIMURA
　　The　present　essay　is　about　a　concrete　methodology　regarding　the　most　important
items　at　the　beginning　of　colour　learning　Because　the　quality　and　sentiment　of　a
colour　derive　from　three　attributes（i．　e．　hue，　value　and　chroma）of　the　colour，　the
present　writer　has　tried　to　make　considerations　from　both　aspects　of　observation　and
expression　analytically　in　order　to　understand　and　grasp　those　three　attributes．　We
should　cultivate，　first　of　all，‘‘the　eye　to　see　colours，，　and　‘‘the　faculty　of　distinguish－
ing‘‘in　the　course　of　colour　learning　through　the　education　of　fine　arts．
